
・7名
（副市長、総合政策部長、
　デザイン行政改革担当部長、
　政策調整課長、財政課長
　行政改革課長）

・最終評価への対応を指示

・予算や政策に反映

令和4年度行政評価は，全事業見直しの対象事業のうち，
一般臨時事業を評価する。

 7つの行財政改革の視点から事務事業の改善を検討し，  
課題・対策を分析する。
　

　　　①デジタル化・DX　　　  ⑤事業費の抑制　
　　　②アウトソーシング　　　⑥連携・協働の推進　
　　　③業務の効率化　　　　　⑦職員能力・組織力の向上　
　　　④収入・財源の確保
　

 (※行財政改革推進プログラムで定める4つの視点を細分化したもの)

一般会計事業の一般臨時事業141事業。
（令和3年度補助金等評価の対象事業，ゼロ予算事業，基
金積立金を除く。）

速やかに対応可能な評価結果は，次年度予算編成に反映。
反映できなかったものは,次の推進計画事業調査に反映｡

各事業の課題と改善の方向性が明確化された状態

令和4年度  行政評価の概要

概要

評価の
視点

スケジュール

各部局 総務部
総合政策部

5－6
月

1次評価
5－6 月

行革本部会議

7－8
月

11
月

2次評価（最終評価）

予算編成へ

1次評価依頼

・各部局が評価シートを作成

・6名
（学識経験者4名、公募2名）
・透明性、客観性の向上
・市民の視点からの評価

附属機関に諮問・答申
　

（行財政改革推進委員会）
　

全 8 回を想定

対象

評価結果
の取扱い

目指す
べき姿

9－10
月

行革本部会議で対応指示
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